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　１０月４日、吉井区の井上神社境内で行われた秋祭りの宵宮で、同区の有

志で構成する吉井ソフトボール部による村芝居が上演され、区民をはじめ

多くの観客を楽しませました。

　この村芝居は、同神社に明治中期に建設された芝居堂があり、地域の娯

楽として村芝居を楽しんでいたことから、秋祭りを盛り上げようと昭和５６

年に吉井ソフトボール部が中心となって復活させたものです。また、世代

を越えて地域のコミュニケーションづくりにも役立っているそうです。

　２４回目となる今回の演目は、部員が台本を書き上げた「吉良の 仁吉 　血
に き ち

煙り荒神山」。顔なじみの役者によるアドリブを交えた好演に、会場には

笑い声と拍手が響き、盛り上がった宵宮となりました。　
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村芝居を好演する吉井ソフトボール部
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登山を楽しむ参加者


